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研究成果の概要（和文）：「科学アカデミー」の実践機関としての，現代にいたるまでの存続は，

ロシア・ソヴィエト科学発展のもっとも特徴的な枠組みのひとつとなっている．本研究におい

て，われわれは科学アカデミーを存続させた歴史的諸要因の解明につとめた．最近，さまざま

な文書館で公開された，かつての機密資料の研究のおかげで，科学史の分野においても，伝統

的なロシア/ソヴィエト社会にたいする伝統的な全体主義モデルはより多元主義的な見方に取

って代わられつつある．3 年間の活発な研究活動を通じてえられた研究成果は，さまざまな歴

史的瞬間において権力に対抗してしめされた科学者のイニシァティヴや主体性を確認するもの

となり，結果として，上述した，われわれが現在目撃しているロシア/ソヴィエト科学史研究に

おける重要な変化を補強するものとなっている． 
 
研究成果の概要（英文）：The continuity of the Academy of Sciences as a practical 
organization to the present time is one of the most characteristic frameworks in which 
Russian and Soviet sciences had been developed. In this study, we have been engaged in 
clarification of the historical factors to retain Russian Academy of Sciences. Thanks to the 
study of the formerly classified documents in various archives, also in the history of science, the 
traditional totalitarian model of Russian/ Soviet society is now being replaced by a more pluralistic 
viewpoint. Our research results obtained through our active research for these three years are confirming 
the initiatives or self-directions of Russian/ Soviet scientists they revealed against the political power in 
various historical moments and, consequently, are reinforcing the above-mentioned new major changes 
we are seeing in the historiography of Russian/ Soviet science. 
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１．研究開始当初の背景 
イギリス，フランスなど西欧近代社会にお

いて“科学アカデミー”は，科学者という社

会的集団の形成，その社会層としてのアイデ
ンティティーの確立に大きな役割を果たし
ながらも，のちには急速に名誉職機関と化し
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ていった．しかしながら，近現代ロシア（ソ
連時代含む）において科学アカデミー
（Академия наук）は，国の学術研究機能を総
括する，実践的な機関として科学者のうえに
君臨しつづけ，解体過程に入ったとも言われ
ている現在でも，ほとんどが教育義務から解
放された数万単位の研究者・職員を擁してい
る．近現代ロシアの大学・高等教育機関がほ
ぼ教育機能に特化していたのにたいして，科
学アカデミーは傘下に多くの先端的な学術
研究機関を集めることで，一国の研究活動全
般の展開に圧倒的な影響力を発揮する，他の
国にはない特有の組織となった．ロシア（ソ
連邦）が核開発など，いくつかの分野で世界
に卓越する科学力と技術を誇っていたこと
を考えあわせるとき，科学アカデミーのロシ
ア近現代史上における役割，組織，社会的・
政治的なありようを分析することは科学史，
科学社会学の重要な研究課題である．しかる
に，わが国においては，ロシア科学アカデミ
ーに関する体系的な研究はほとんど営まれ
てこなかったと言わざるをえない． 

他方，ソ連邦期，および，それに先行する
帝政期における科学発展については，たえず
全体主義的・権威主義的国家体制と科学，科
学者との関係が問われてきた．しかし，資料
公開がすすむにつれて，この関係は，従来し
ばしば指摘されてきたような単純な二項対
立的図式に置換できるようなものではなく，
複雑な諸要因が機能していたと考えられる
ようになってきた．科学者（集団）と党／政
府官僚との関係についても，アレク・ノーヴ
が経済の分野で先駆的に提起した“集権的多
元主義”とも呼ばれるコンセプトを基礎に，
より多元主義的な解釈が有力になってきて
いた． 

 
２．研究の目的 
本研究においては，世界の科学史上希有な

経験であったロシア科学アカデミーを対象
に，上述のようなロシア／ソヴィエト科学史
の新しい展開に照応したかたちで，科学者
（集団）と権力，ロシア／ソヴィエト／ロシ
ア社会における科学者，科学者集団相互間の
複雑な相互作用の解明のうえに構築し直さ
れなければならない． 

科学アカデミーの名誉職機関化，大学の研
究大学への発展こそが世界史の大道である
とするならば，いくつかの歴史的局面におい
て，どのような客観的な，あるいは主体的な
政治的・社会的要因の作用によって科学アカ
デミーは維持され，ある意味では絶対王政期
そのままの姿を保ち続けきたのであろうか．
われわれは，そのような“モメント”として，
①サンクト=ペテルブルク帝室科学アカデミ
ー設立にすでに見られた帝権の強力さ，②20
世紀初頭，大学への科学研究の拠点移動に抗

して科学アカデミーの維持・強化をめざした
有力な科学者の戦略的行動，③ボリシェヴィ
キ政権による科学アカデミーにたいする選
好と“権力の道具”化，④スターリン体制下
での科学者とイデオローグ，および，科学者
相互間の対抗と協調の，ひとつの枠組みとし
ての科学アカデミー，⑤第 2次世界大戦期の
戦時研究，および冷戦初期における核開発な
どへの科学者動員を通じた科学アカデミー
の組織維持と強化，権威上昇，⑥科学者と権
力との“共生”関係が完成したように見える
フルシチョフ政権期の内実，科学アカデミー
改革，とくにソ連版“科学者の楽園”＝アカ
デムゴロドーク建設をめぐる科学者集団の
思惑，⑦権力からの離反をはじめた 1970-80
年代の科学者，⑧ソ連邦解体後の新生ロシア
連邦当局による科学アカデミーから政府へ
の一種の“奪権”過程とそれによる科学アカ
デミーの変容，などの歴史的な出来事を想定
し，研究代表者，研究分担者，連携研究者に
3 名のきわめて積極的な「研究協力者」を含
めた研究組織を構成し，メーリング・リスト
などを活用して協議をたえず重ねつつ，共同
で研究に取り組んだ． 

 
３．研究の方法 

研究にあたっては，現地で収集した文書記録

類（公文書，ドキュメント等），および文献（書籍，

論文等）を資料として，それらを読むことを通じて

史実を再構成する，いわゆる文献実証の方法を

採用した．このため，研究代表者の市川，研究分

担者の梶，研究協力者の藤岡毅（同志社大学・

嘱託講師），金山浩司（日本学術振興会・特別研

究員PD），齋藤宏文(東京工業大学・教育工学

開発センター・特任助教)，をモスクワ，サンクト=

ペテルブルク，およびノヴォシビルスクに派遣し，

それぞれ当地の科学アカデミー文書館などで資

料調査に従事せしめた(研究協力者の実名表記

については本人承諾済)． 

また，ロシア科学アカデミー・S.I.ヴァヴ

ィロフ名称自然科学史＝技術史研究所，同サ

ンクト=ペテルブルク支部と「協定」を締結し

，本科研グループとの公式の研究協力関係を

構築したことをはじめ，研究対象国であるロ

シア，その他の研究者との研究交流も重視し

た．  

 

４．研究成果 
 「2 研究の目的」欄記載の 8 項目中，①と⑧に
ついては，期間中深めることができず，ロシア人
研究者に下段記載の論集への寄稿をお願いす
ることができただけであったが，他の項目につい
ては，研究組織全体として活発に取り組み，本
報国書「５ 主な発表論文等」欄記載の雑誌論
文 13 本，口頭報告 15 件など，数量面から見て



 

も立派な成果を挙げることができた． 
 研究成果の内容面を短い報告にまとめるのは
難しいが，あえてわれわれの共通の発見を一言
にまとめれば，科学者の“主体性”が予想以上に
強い要因となって科学アカデミーは維持されて
きた，ということであろう．ロシア革命の激動期に
おける有力な科学者＝ヴラジーミル.I.ヴェルナ
ツキーの政権への働きかけ，ソ連期の支配イデ
オロギーたるマルクス主義の融通無碍にも助け
られた科学者のイデオロギー受容，対立する科
学者グループを追い落とすための権力への告
発・駆け引き，戦争による科学者（集団）の権威
と対権力交渉力の向上，巧妙，かつ慎重な“脱
スターリン化”努力，などなど，われわれが発見
した史実は，「1 研究開始当初の背景」欄記載
の，ロシア（ソヴィエト）科学史の新しい潮流に照
応するものであり，わが国の当該分野における
研究レベル向上・国際化に資するところ大なるも
のがあったと自負している． 
 われわれが積極的に研究に取り組んだことは，
以下の諸活動からも明らかである． 

期間中各年度末に 1年間にわたる研究成果
（の一部）を取りまとめ，本研究独自の論集
として刊行した（『“科学の参謀本部”―ロ
シア／ソ連邦／ロシア科学アカデミーの総
合的研究―（平成 22～24 年度日本学術振興
会科学研究費補助金［基盤研究(B)］研究成果
中間報告）』Vol.1-3）．同論集には，研究協力
協定に基づき，ロシア人研究者からも数多く
寄稿していただいた．また，当該論集に寄せ
られた日本人寄稿者の原稿はロシア語に翻
訳し，ロシア内外に公表した（「その他：ホ
ームページ等」欄参照）． 

2011 年 2 月にはロシアからガリーナ.I.スマー
ギナ氏を招き，東京工業大学を会場にセミナー
を開催し，18 世紀におけるロシア科学アカデミ
ーの設立期の事情について研究発表をしてい
ただいた． 

2012 年 2 月には生物学史で顕著な業績を有
するエドアルド.I. コルチンスキー氏，キリル.O.
ロシヤーノフ氏を招き，日本科学史学会生物学
史分科会と共同で東京工業大学を会場に大規
模なシンポジウム「ルィセンコ事件再考」を開催
した（約 60 名参加）．この成果は同分科会の雑
誌『生物学史研究』№88 に特集され，2013
年 3 月に刊行された． 

2012 年 10 月に開催されたロシア史研究会
大会の場において，アメリカからスラヴァ・
ゲローヴィチ氏，カナダからアレクセイ・コ
ジェフニコフ氏を招き，これに金山を加えて，
本科研提供によるパネル企画「科学とソヴィ
エト権力－対抗・協調・縺れ－」を開催した
(以上，ゲストの実名表記については本人承
諾済)．本企画の成果は，日本科学史学会の
欧 文 誌 =Historia Scientiarum.  Vol.22 
No.3 に特集された．  

このほか，モスクワにて毎年開催されてい

るロシア科学アカデミー・自然科学史=技術
史研究所の年次学術集会には，3 次(第 16 回
-2010 年 11 月-，第 17 回-2011 年 5 月-，第
18 回-2012 年 4 月-)にわたり市川，金山を派
遣し，研究発表を行わせた．2012 年 6 月にウ
ィーンで開催された The 2nd International 
Workshop on Lysenkoism には藤岡，齋藤，金
山の 3名を派遣し，このうち藤岡，齋藤には
研究発表を行わせた．また，同年 3月，北京
の清華大学科学・技術与社会研究所において，
研究代表者の市川はセミナーを開催し，当地の
科学史家との研究交流につとめた． 
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